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令和５年度 松本市立旭町小学校「いじめ防止基本方針」
～いじめ問題対応マニュアル～

令和５年８月見直し

１ いじめの定義

いじめとは、「子どもが一定の人間関係のある者から、心理的・物理的攻撃を受けたことによ

り、精神的な苦痛を感じているもの」で「いじめか否かの判断は、いじめられた子どもの立場に

たって行うよう徹底させる」としています。（文部科学省）

２ いじめ問題についての基本認識

○いじめは、どの学校にも、どの学級にも、どの子どもにも起こりうるもの

○「いじめは、人間として絶対許されない」「いじめられている子どもを必ず守り通す」

○いじめは重大な人権侵害である。暴力、金品の窃盗やたかり、誹謗中傷などは犯罪行為

３ いじめの未然防止

（１）教師の人権感覚を磨く

（２）学級経営を充実する

①教師の受容的、共感的な態度により、児童一人一人のよさが発揮され、互いを認め合う学

級をつくる

②児童の自発的、自治的活動を保障し、規律と活気のある学級集団づくり

③正しいことば遣いができる集団を育てる

④学級の規範やルールが守られる指導を継続する

⑤児童の実態を把握するため２ヶ月に１回「いじめ（体罰）アンケート」を実施する

日々の児童の様子の観察や欠席・遅刻・早退の日数等の状況を活用する（朝や帰りの会等）

⑥子どもとの面談を前期・後期に１回ずつ実施し、児童の悩みや困り感を把握する。

（３）授業の充実

①児童の学び合いを大切に、「分かった」「できた」という授業づくり

②自己表現の力を育てる授業、友の学びのよさを認め合う授業づくり

（４）道徳、特別活動

①「人間いのちを大切に」に関わる題材をとりあげ指導する

②人権教育でいじめも含め人権に関わる指導を計画的に実施する

③１年～６年の縦割りで活動する機会をつくり、異学年の仲間意識を醸成する

４ いじめの早期発見

（１）いじめを発見する手だて

○教師と児童の日常交流を通した発見

○複数の教員の目による発見

するための定期的

なアンケート調査等の実施による実態把握

○アンケート調査の実施（２ヶ月毎に）…ＳＮＳ等によるいじめ事案等の未然防止

○子どもとの面談による把握

（２）いじめを訴えることの意義と手段の周知

○日頃からいじめを訴えることは人権や命を守る立派な行為であることを指導

○学校へのいじめの訴えや相談方法を児童や保護者に周知

（３）保護者や地域からの情報提供

○学校のいじめ問題への取組について保護者や児童に周知し、いじめ発見に協力を依頼する

とともに、保護者からの訴えには耳を傾ける

○家庭でのいじめ発見のチェックポイントを配布するとともに、いじめ発見の連絡方法を周知

する
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５ いじめ発見から解決まで

発見から指導、組織的対応の展開

（１）いじめ情報（きになる情報）のキャッチ

①独断で判断して解決を焦らない

②必ず報告

最初に認知した教職員 学級担任 校長、教頭

生徒指導担当

（２）対応チームの編成

校長、教頭、生徒指導主任、教務主任、担任、当該学年教員、養護教諭

（３）対応方針の決定、役割分担

①情報の整理（態様、関係者、被害者、加害者、周囲の児童）

②対応方針（緊急度の確認、事情聴取や指導の際の留意事項の確認）

③役割分担（被害者からの事情聴取と支援担当、加害者からの事情聴取と指導担当、

周囲の児童と全体への指導担当、保護者への対応担当・関係機関への対応担当）

（４）事実の究明と支援・指導

①聴取は、被害者→周囲にいる児童（冷静に状況をとらえている児童）→加害者の順

②状況、きっかけ等じっくり聴き、事実に基づく指導を行えるようにする

〔留意事項〕

ア 聴取は、人目につかない場所や時間帯に配慮して行う

イ 安心して話せる人や場所に配慮する

ウ 関係者からの情報に食い違いはないか、複数の教員で確認しながら聴取をする

エ 情報提供者などの秘密の厳守

オ 聴取後は、当該児童を自宅まで送り届け、教師が保護者に直接説明する

（５）いじめの被害児童、加害児童、周囲の児童への指導

①被害児童への対応

〔基本的な姿勢〕

○徹底していじめられた児童の味方になる

○安易に解決したと判断せず、支援を継続する

〔事実の確認〕

○児童が話しやすい担任、教師が対応する

○いじめを受けた悔しさやつらさにじっくりと耳を傾け、共感しながら事実を聞く

〔支援〕

○学校はいじめている側を絶対に許さないことや今後の指導について伝える

○児童のよさや優れているところを認め励ます

○いじめている児童とのかかわり方などこれからの行動の仕方を具体的に指導する

○今後、最後まで経過を見守ることや、いつでも相談できるよう連絡先などを伝える

〔経過観察〕

○生活ノートの交換や面談を定期的に行い、不安や悩みの解消に努める

○授業や学級活動等での活躍の場や友人との関係作りを支援する

②加害児童への対応

〔基本的な姿勢〕

○いじめを行った背景を理解しつつ、行った行為に対しては毅然と指導する

○自分はどうすべきだったのか、これからどうしていくのか内省させる

〔事実の確認〕

○教師は中立の立場で事実確認をする

○話しやすい話題から入り、うそやごまかしのない事実確認を行う

〔指導〕

○被害児童の辛さに気付かせ、自分が加害者であることの自覚をもたせる

○いじめは決して許されないことをわからせ、責任転嫁等を許さない

○いじめに至った自分の心情やグループ内等での立場を振り返らせながら今後の行動の仕

方について考えさせる

○不平不満、本人が満たされない気持ちなどをしっかり聴く
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〔経過観察等〕

○生活ノートや面談など教師との交流を継続し、成長を確認する

○授業や学級活動等を通して、エネルギーをプラスの行動に向かわせ、よさを認めていく

③観衆・傍観者への対応

〔基本的な姿勢〕

○いじめは、学級や学校全体の問題として対応していく

○いじめの問題に、教師が児童とともに本気で取り組んでいる姿勢を示す

〔事実確認〕

○いじめの事実を伝えることは人権と命を守る立派な行為であることを伝える

〔指導〕

○周囲ではやし立てたり傍観していた児童も、問題の関係者として事実を受け止めさせる

○被害児童は、観衆や傍観者の態度をどのように感じていたか考えさせる

○これからどのように行動したらよいのか考えさせる

○いじめ発生の誘引となった集団の行動規範や言葉遣いなどについて考えさせる

○いじめを許さない集団作りに向けて話し合いを深める

〔経過観察〕

○学級活動や学校行事等を通して、集団のエネルギーをプラスの方向に向けていく

○いじめが解決したと思われる場合でも、注意を怠らず継続して指導を行っていく。

６ 保護者との連携

（１）いじめられている児童の保護者との連携

①事実が明らかになった時点で、速やかに家庭訪問を行い学校で把握した事実を正確に伝え

る

②学校として徹底して子どもを守り支援していくことを伝え、対応の方針を具体的に示す

③対応経過をこまめに伝えるとともに、保護者からの子どもの様子等について情報提供を受け

る

④いじめの全貌がわかるまで、相手の保護者への連絡を避けることを依頼する

⑤対応を安易に集結せず、経過を観察する方針を伝え、理解と協力を得る

※保護者からの訴えに対しては、事実を調べ、いじめがあれば当該児童を必ず守る旨を伝

える

※「お子さんにも問題があるから」などの誤った発言はしない

※顔と顔を合わせてが原則、電話で対応しない

（２）いじめている児童の保護者との対応

①事情聴取後、児童を送り届けながら家庭を訪問をし、事実を経過とともに伝え、その場で児

童に事実の確認をする

②相手の児童の状況も伝え、いじめの深刻さを認識してもらう

③指導の経過と児童の変容の様子等を伝え、指導に対する理解を求める

④誰もが、いじめる側にもいじめられる側にもなり得ることを伝え、学校では事実について指

導し、よりよく成長させたいと考えていることを伝える

⑤事実を認めなかったり、うちの子どもは首謀者ではないなどとして、学校の対応を批判した

りする保護者に対しては、改めて事実確認と学校の指導方針、教師の児童を思う信念を示し、

理解を求める

※保護者とともに問題を解決する姿勢を示す

（３）保護者との日常的な連携

①年度当初から、通信や保護者会などで、いじめの問題に対する学校の認識や、対応方針・方

法などを周知し、協力と情報提供等を依頼する

②いじめや暴力の問題の発生時には、いじめられる側、いじめる側にどのような支援や指導を

行うのか、対応方針等を明らかにしておく

７ 関係機関との連絡

（１）深刻ないじめの解決には、教育委員会、警察、児童相談所、医療機関等と連携して取り組む

※日頃からの連携を大切にする
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８ 重大事態発生時のフローチャート

９ その他 参考資料（長野県教育委員会「いじめ防止等の基本的な方針」及び「いじめの

重大事態の調査に関するガイドライン」）


